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読書へのアニマシオンを活用した

読書指導の事例分析的研究
－ －本好きな生徒が育つために

長期研修員 生方 嘉彦

Ⅰ 主題設定の理由

本を読むことは楽しいものである。自分が気

に入った本に巡り会えた時には、時間がたつの

、 。 、も忘れ 読むことに夢中になる いつの間にか

本の世界の中に入り込み、登場人物の行動に時

には痛快な思いをし、時には悲しい出来事に胸

を痛める。自分自身の生き方や社会について考

えさせられることもある。読むことで自分の考

えは更に深められ、心に潤いや活力が与えられ

ていく。本好きな人は、読むことがもたらすこ

れらの恩恵を知っていて、読書を自分の生活の

、 。 、一部として 言語生活を充実させている 是非

生徒たちには、本を読む楽しさを体験し、本好

きになってほしい。そして、互いに本について

語り合い、自分の生き方を深めることができる

ようになってほしいと願っている。

残念ながら、小学校の低学年のころは、絵本

の読み聞かせなどで本の楽しさを味わっていた

子供たちが、次第に読書と離れ、中学校段階で

本好きと言える生徒は、ごくわずかになってし

まっている。本好きな生徒は、自分で読みたい

本をイメージしながら本を選ぶこと自体を楽し

んだり、自分のお気に入りの作家や作品のジャ

ンルを持っていたりするなど、本の世界を味わ

う術を知っている。しかし、大半の中学生は、

自分にあった本を選ぶことができず、本をじっ

くり読み深めていく楽しさも体験できずにい

る。読書の時間を設けても、本を取り替えてば

かりいたり、途中で読むことをやめて友達との

おしゃべりの時間になってしまったりとなかな

か読書へと気持ちが向かわない現状がある。

生徒が読書離れを起こしている原因として、

まずどんな本を読むかという指導が十分に行わ

れてこなかったことが考えられる。何を読んだ

らよいか分からないという現状があるのに、周

囲は、名作と呼ばれる明治・大正期の文豪の作

、 。品を 中学生にふさわしいものとして紹介する

本当に興味や関心を持つものは何なのだろうか

という検討を十分になさないまま、勉強になる

からとか、中学生くらいならこれくらい読める

だろうといった理由だけで本を勧める傾向があ

ったと考えられる。次に、これまでの国語科指

導において常に同じようなパターンで読解指導

が進められてきたことが挙げられる。どの作品

でも、同じような指導計画、同じような読解方

法で作品を理解しようとするので、生徒にとっ

て本を読むことは新鮮みに欠ける魅力のないも

のになっていた。更に、授業や課題として感想

を安易に書かせることも読書離れの生徒をつく

る原因となっていたのではないかと考える。

これまでも、様々な読書指導の実践が行われ

効果をそれぞれ上げてきた。しかし、依然本を

読まない生徒が多い現状を考えると、本を読む

過程において本好きな生徒が育つ要因がどのよ

うな場面で生じているのかを、分析・考察して

。 、明らかにしていくことが必要と考える そして

導き出された要因をもとに、中学生の読書指導

をどのように行ってくべきかその方向性を探っ

ていくことが重要なのではないかと考える。

そこで、本研究では、あらかじめ仮説を持た

ずに実践を行い、得られた観察結果などを中心

に事例分析・考察を行っていく事例分析的手法

を用いることで、本好きな生徒が育つ要因を明

らかにし、中学生の読書指導がどのように行わ

れるべきか提唱していきたいと考える。実践資

料を収集するために取り上げていくのは、読書

へのアニマシオンという読書活動である。取り

上げた理由は、読書へのアニマシオンが新しい

読書活動で、生徒に新鮮な印象を与え、意欲面

の分析・考察を行うための事例を収集するのに

適した読書指導法と考えたからである。
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Ⅱ 研究のねらい

本好きな生徒が育つ要因を、読書へのアニマ

シオンの実践によって、実践事例を収集し、分

析・解釈することで明らかにする。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

( ) どこに着眼して分析を進めていくか1
生徒と本とのかかわりは、本と出会うことか

ら始まり、読み終えるまで様々な段階がある。

本研究では、生徒と本のかかわりを大きく、次

の三段階に想定して実践事例の分析を行う。

① 本と出会う段階

② 自分で作品世界をとらえる段階

生徒一人一人が、作品世界をとらえ、本

とのかかわりを深めていく段階

③ 本を介して他者と交流する段階

他者との読みの交流を基にして、自らの

読みを更に深めていく段階

②と③の段階は、相互に作用し合いながら読

書の過程を形成していると想定している。これ

らの段階ごとに、本好きな生徒が育つための要

因を分析する着眼点を設定して収集して、事例

を分析・考察していく。

( ) 読書へのアニマシオンについて2
本研究では、読書指導の事例を収集するため

に、読書へのアニマシオンという読書活動を取

り上げ、その活用を通して、本好きな生徒が育

つ要因を探る。本活動は、生徒一人一人の読む

。 、力を引き出すことを目標としている 指導者は

生徒の実態に合わせて読みの力を引き出すため

（ ） 、に系統的に考えられた手だて 作戦 を選択し

生徒が共通して読む本（作品）を選択する。共

通課題となる本を事前に各自が読んでおくこと

が前提とされる（実態などを考慮して、当日読

む形態をとる場合もある 。活動は、遊びの要）

素を取り入れた作戦に従って行われる。指導者

は、生徒の実態に合わせて、適切な本を選択し

手だてを選択する。活動中は、主体的な生徒の

活動を重視した援助を行うことが指導者に求め

られている。

( ) 「ぐんまの子供にすすめたい本 選」3 200
を活用した本の選択

本県では 「本との出会い200プラン－ぐんま、

読書活動推進事業－」として読書を県内の小・

中学生に積極的に勧めている。そのための方策

として 「ぐんまの子供にすすめたい本200選」、

（以下「200選」とする）が選定されている。

本研究では、県の推進方針を踏まえて、読書指

導を実践する際、200選からも本を選択し、200

選の有効活用の一例として示したい。

２ 研究の方法

( ) 実践時期1
２学期９月から11月にかけて、国語の時間に

、 。読書指導の時間を特設して 資料の収集を行う

読書指導は、本来全教育課程を通じて行われる

、 、べきものであるが 今回は国語の時間に特設し

事例を収集する。また、読書へのアニマシオン

は、評定にかかわる評価活動を伴わないことを

原則として成立するため、実践時に評価は行わ

。 、 、ない ただし ほかの単元の学習や日常生活で

読書に対する資質・能力の伸長や意欲の向上を

長期的に見ることが可能であるので、本研究に

かかわる読書指導の評価を行うことは可能と考

える。

( ) 実践対象2
Ａ中学校 ２年生 名 ３年生 名40 38
Ｂ中学校 １年生 名28
Ｂ中学校は、文部科学省の読書指導に関する

指定を受けて計画的な読書指導や読書環境の整

備が進んだＣ小学校から生徒が進学してきてい

る。

その他、県内各地の協力が得られる中学校で

実践を行う。

すべての実施クラスを二つのグループ（１グ

ループ20名以内）に分けて実践する。

( ) 実践の内容3
読書指導の実践後、収集した資料の分析を行

、 。い 本好きな生徒が育つ要因について考察する

生徒が本とかかわる三つの段階を想定して、段

階ごとに資料の分析・考察を行っていく。

① 本と出会う段階

ア 生徒を対象にアンケート調査を実施し、

主に読書環境などに関する基礎資料の収集
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を行い、本好きな生徒が育つ読書環境の要因

を考察する。

イ 読書指導における本の選択事例を中心に

本好きな生徒が育つ要因を考察する。

② 自分で作品世界をとらえる段階

読書指導の実践の中で、生徒が個々の読み

を変容させていく場面を中心に事例の収集・

分析を行い、本好きな生徒が育つ要因を考察

する。

③ 本を介して他者と交流する段階

読書指導の実践の中で、本を介した他者と

の交流が行われている場面を中心に事例の収

集・分析を行い、本好きな生徒が育つ要因を

考察する。

( ) データの収集方法について4
○ ビデオカメラにより指導者及び生徒につい

て録画を行い、資料収集を行う。

○ 実践の前後に観察される生徒のつぶやき、

生活記録などの文章記述等、担任に観察を依

頼し、資料収集を行う。

○ アンケートや面接による資料収集を行う。

Ⅳ 研究の概要

１ 研究計画

実践時期 実 践 内 容 分析の手続

実践場所

９月上旬 ○ 予備調査 ・アンケート

各中学校 読書興味、読書環境 の集計

などに関する予備調査

９月中旬 ○ 読書へのアニマシオ ①録画記録の

から下旬 ンによる実践Ⅰの実施 文書化・分析

共通した本の選択に ②実践Ⅱの内

各中学校 よる読書指導 容検討

10月中旬 ○ 読書へのアニマシオ ①録画記録の

から11月 ンによる実践Ⅱの実施 文書化・分析

下旬 各班の実態に合わせ ②実践ⅠとⅡ

た本の選択による読書 から導き出さ

各中学校 指導 れた要因の分

析と考察

２ 研究の経過

( ) 予備調査の実施（詳細は資料編参照）1
実践対象の生徒全員にアンケート形式による

予備調査を実施した。調査内容は、読書興味、

読書経験、読書環境等である。Ｂ中学校は、Ｃ

小学校に在学していた時の読書環境や読書指導

、 。について調査するために 面接調査を実施した

( ) 実践Ⅰの実施（詳細は資料編参照）2
実践Ⅰは すべての班の生徒が共通して 夏、 、「

」（ ） 、の庭－ 湯本香樹実著 を読みThe Friends
読書へのアニマシオンの読書による読書活動

（作戦 前かな 後ろかな）を行った。12
( ) 実践Ⅱの実施（詳細は資料編参照）3
実践Ⅱは、各班の実態に合わせて、読む本を

変えて実践した。これに伴い、それぞれ違う作

戦を行った。

表１ 各班別の実践Ⅱの内容

班 作 品 名 作 戦 名

54１ あのころはフリ 作戦

Ａ ３ 班 ードリヒがいた だれが だれ

年 ※ 選 に 何を？200

19中 ２ アドリア海の奇 作戦

班 跡 海賊文

学 １ チョコレート工 作戦 ９

２ 班 場の秘密 だれのことを

校 年 言ってる？

２ ３年１班と同じ 内容

班 ※ 選200

Ｂ １ ミロと魔法の石 作戦 ６

中 １ 班 本と私

54学 年 ２ あのころはフリ 作戦

校 班 ードリヒがいた だれが だれ

に 何を？

( ) 補完調査の実施（Ａ中学校のみ）4
アンケートと面接による補完調査を実施。

Ⅵ 研究結果とその分析・考察

１ 本との出会いの段階で導き出される要因

( ) 読書環境はどのような影響を与えるか1
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Ｂ中学校の生徒の予備調査を、出身小学校別

に集計すると、Ｃ小学校出身の生徒が、本を好

きと答える割合が高く、家庭生活の中に読書が

位置づいていることが分かる。

表２ 本を読むことは好きか

好き 嫌い 計どちらでもない

（ ）Ｃ小学校 １０ １ ０ １１ 人

（ ）Ｄ小学校 ７ ９ １ １７ 人

表３ 一日の中で、家で本を読む時間があるか

ある ない

Ｃ小学校 １１人 人０

Ｄ小学校 ９人 人８

Ｃ小学校では、開放的な学校図書館の環境整

備、学習場面での積極的な活用など様々な読書

指導が継続して行われてきている。更に、ＰＴ

Ａ活動の中で保護者の図書委員が組織され、学

校の読書活動への積極的な参加が行われている

（Ｃ小学校の図書担当教諭からの面接調査 。）

予備調査では 「本を読むことで、親や友達と、

」「 」の会話が多くなる 本について話すのが好き

と答える生徒が他校と比較して多かった。

導き出される要因

① 継続された読書指導の実践

② 学校の読書活動に対する保護者の参加

( ) 生徒に合った本の選択はどうあるべきか2
① 選択が実態に適していた実践事例

Ａ中学校の２年１班は、実践Ⅰで本が読み

通せなかった生徒が 人中 人もおり、読20 13
むことへの苦手意識を持つ生徒が多い。そこ

で、実践Ⅱの読書指導では、読むことへの抵

抗感をなくし、興味を持って読み進められる

ような内容の本を選択することが必要と考え

た。まず、本に設定されている対象年齢にこ

だわらずに、読みやすさを重視した。次に、

興味を持って読めるよう 予備調査の結果 図、 （

１）を参考に、生徒の読書興味（楽しい本が

読みたい）を重視した。

その結果、対象年齢が小学校中学年以上で

楽しいエピソードを中心に内容が構成される

「チョコレート工場の秘密」を選択した。

図１ どんな内容の本が読みたいか

面接１ 「チョコレート工場の秘密」を読んだ後のＡ男

Ｔ（指導者） Ａ（Ａ男）

１ Ｔ：チョコレート工場の秘密のどういうとこ

ろが面白かった？

２ Ａ：工場見学のところとか、いろいろ面白い

出来事があるから面白かった。それで全部

読めた。

３ Ｔ：もう少し詳しく言うと工場見学のどうい

うところが面白かった？

４ Ａ：いろいろな発明とか･･･・。先が気にな

ってすらすらって読めた （中略）。

５ Ａ：２回目は、四日くらいで読んだ。

６ Ｔ：すごい、早く読んだね。

７ Ａ：今回読んだことがもとで、今、少し読ん

でいる。チョコレート工場を読んでから、

面白い本があるなって思って。

・ Ａ男は、作品中の「面白い出来事」に興味を

ひかれ、それがもとで「すらすら読めた感じて

いる（ ・ )｡2 4

・ Ａ男は、これまで感じたことのなかった読む

面白さ、楽しさに気付き、実際に本を探そうと

している（７ 。）

Ａ男は、実践Ⅰでは、半分程度しか「夏の

庭」を読めなかったが、実践Ⅱの終了後は、

図書館で本を借りて読むなど今までになかっ

た読書への意欲の高まりを見せた（担任の観

察による 。）

Ａ男以外でも 「とても読みやすかった」、

「内容が面白くどんどん読める 「わくわく」

感があって、早く続きを読みたい」などと生

1 4
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徒が答え、本を読み通せた生徒数が、 人13
に増加した。

導き出される要因

③ 読書興味を生かした本の選択

④ 生徒の読書力に適した本の選択

② 選択の成否が分かれた実践事例

図２ 実践ⅠとⅡではどちらの本が良かったか

（Ａ中学校全員対象のアンケート結果）

図２を見ると、２年２班の生徒のみ実践Ⅱ

よりもⅠの方が良かったと答えており、実践

Ⅱの選択が適していなかったことが分かる。

同じ本を３年１班も読んだが、逆に良かった

と答えた生徒数が多かった。そこで、なぜ本

が読めなかったのかを調べるために、２年２

班の生徒に面接調査を実施した Ｂ男は 悲。 、「

しい話なので（つまらない 、ユダヤ人だか）

ら駄目とか、仕事も（やめさせられて 、み）

んな（理由が）そうなので、大体こうなのか

程度でやめておきたかった」と話している。

ほかの生徒も 「暗い話で面白くなかった」、

などと答え、否定的な感情を持った生徒が多

かった。３年１班の生徒も面接調査を行った

が 「ユダヤ人が差別されるところに気持ち、

が動かされた 「昔の本当にあった話がつづ」

られていて、様々なことを考えさせられた」

「現実にもとづいてこういうことがあったと

いうことを効果的に書いてある」など本の内

容について自分の考えを持とうとする読み方

をしている生徒が多かった。

導き出される要因

⑤ 生徒の読み方を把握した本の選択

6

2

6

18

11

15

11

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３年１班

３年２班

２年１班

２年２班

実践Ⅰの作品の方が良かった 実践Ⅱの作品の方が良かった

２ 自分で作品世界をとらえる段階

( ) 読書指導の中で、自分の読みが変わった1
と生徒が感じたのはどのようなときか

実践Ⅰの終了後 「前もって一人で読んだと、

きと比べて、自分の読みが変わった感じがした

か」というアンケートを行った。

表４ 自分の読みはどのように変わったか

（実践Ⅰ終了後のＡ中学校３年１班面接結果）

ア こういう物語の楽しみ方もあるのだなと思っ

た。話の順番がはっきりしたから長い間覚えて

いられそうな感じがした。ただ読むだけだとご

ちゃごちゃになってしまうので整理できてよか

った。

順番を整理したら、話のあらすじがすっきイ

り整理されてちゃんと通った感じがした。バラ

バラだった話が一つに整理された感じ。

ウ 面白かった。読んだだけで順番を覚えていな

いと思った。

エ 一度きちんと読んでいたけど思っていたより

記憶があいまいだった。

・ 新しい読み方の体験をしたと感じている(ｱ)

・ 新しい読み方を行うことで、自分の読みがよ

り明確になったと感じている(ｱ､ｲ)

・ 自分のこれまでの読み方に気付いている(ｳ)

・ 自分の読み方の見直しを行っている(ｴ)

実践Ⅰは、各自に渡されたカードを順番通り

に並べ替えるという読書活動であった。この活

動を行うことで、生徒は新しい読み方をしたと

感じている。この経験により、自分の読みの明

確化や自分の読み方の見直しが始まっている。

導き出される要因

⑥ 本の多様な読み方を体験すること

( ) 生徒は、読むことの意義をどのように感2
じたか

実践が終了した後、Ａ中学校の生徒全員を対

象に「本を読むこととはどのようなことだと思

うか？」というアンケート調査を実施した。
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表５ 本を読むこととはどんなこと？

（Ａ中学校の生徒全員対象のアンケート結果）

ア 最初はつまらなかったけれど、読んでいくう

ちに、本の場面が浮かんできて読むのが楽しく

なってきた。本を読んだり、考えたりするのは

大切なんだと思った。

イ 読み始めは大変だけど読んでいくうちにのめ

り込んでいってしまうのが本のすごいところだ

。 。と思う またほかの本を読んでみようと思った

ウ 本の世界に入って、いろいろな人と出会うこ

とができるので本はその世界と私の心をつなぐ

橋なんだなと思った。

エ 本を読むと何となく気持ちが落ち着いたり和

んだりするような気がする。

オ 自分の考えとは違う考えが書いてあるので楽

しい。

カ 一人で読んだ後に、ほかの人の意見が聞けた

りして本を読んだ後でもいろいろな楽しみ方が

あるのだなあと思った。

キ 新しい考え方を発見できるし、読むと様々な

考えを持つことができる。

実際に読書を体験した後、生徒は読むことに

ついて、(ｱ)イメージを思いうかべながら読む

のが楽しい、(ｲ)本の世界に入り込んで読むの

が楽しい、(ｳ)作品の世界と対話することがで

きる (ｴ)読むことにより気分転換が図れる (ｵ)、 、

自分の考えと比較して読むのが楽しい、(ｶ)読

後の語り合いが楽しい、(ｷ)読むことで自分の

考えを持つことができるなど、様々な意義を感

じている。

導き出される要因

⑦ 実際の読書経験の中で、読むことの意

義を生徒が実感できること

３ 本を介して他者と交流する段階

( ) 他者と交流していく過程で生徒はどのよ1
うに読みを深めるか

生徒同士の相互交流が行われている場面から

生徒が読みを深める場面の資料を収集した。Ａ

男のカードに書いてあるセリフをだれが言った

のかを全員で考えている場面である。

表６ Ａ男の課題について話し合っている場面

（Ａ中学校３年Ⅰ班の実践Ⅱにおける逐語記録）

、 、 。Ｔは指導者 Ａ～Ｇは 同じ班の生徒をあらわす

１ Ａ：ユダヤ人はあなたたちの災いのもとだ。

（ 。）カードに書いてあるセリフを読み上げる

２ Ｔ：これ、だれが言ってるか分かる？

３ Ｂ：小さい変な人。

４ Ｃ：小さい人じゃないよね、最初の方に出てく

る人だよね。

５ Ｄ：うん、最初の方（に出てくる人 。）

６ Ｃ：その人（小さい人）は最後に出てくる。

７ Ｅ：少年何とか団というスカーフを巻いている

人（がその人だよ ）。

８ Ｇ：言わされるんでしょ、フリードリヒが。

９ Ｔ：ではもう一度聞くよ。これ、だれが言った

の？

複数：フリードリヒ10

Ｔ：でフリードリヒが言わされようとしたのは11

このセリフだっけ？

Ｄ：わたしたち（の災いのもとだ ）12 。

Ｇ：わたしたち13

※何人かがここで「あ、そうだ」と言い始める

Ｔ：わたしたちの災いのもとだっていうところ14

を、フリードリヒが何て言ってるの？

Ｃ：あなたたちの（災いのもとだ ）15 。

Ａ：ああ、分かった。16

３～７の意見交換は、正しい答えを求める方

向で進んでいないが、生徒同士の活発な交流が

見られる。３と４で、Ｂ子とＣ男は異なった意

見を主張し合う。異なった意見を比較して、Ｄ

子はＣ男の発言を５で支持する。Ｃ男は、自分

の意見の根拠を６で付け足している。Ｅ子は、

Ｃ男の発言を補い、文の内容をよりはっきりさ

せる（明確化）ための発言を行っている。３～

７までの話合いの方向は、８のＧ子の発言によ

って修正される。Ｇ子は、課題となっているセ

リフが 「言っている」のでなく主人公フリー、

ドリヒが「言わされている」状況であることを

述べて ３～７までの意見交換が誤った視点 ユ、 （

ダヤ人を批判する人が、このセリフを発言して

いると思いこんでいる）で行われていたことを
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指摘する。この発言を受けて、指導者が９でＧ

子の発言を整理したところ、生徒の思考が正し

い方向へ向かい始める。 から は、指導者11 15
によって全体の思考が整理されていく過程であ

る。最後に、これまでの相互交流を聞いていた

Ａ男が、 で自らの課題の正答に気付く。指16
導者は、指名をしたり、内容に関する自分の解

釈を前面に押し出したりすることを控えて、生

徒の発言をできるだけ引き出そうと確認や整理

を目的とする発言を行っている。

導き出される要因

⑧ 生徒が、多様な読みの解釈を相互交流

させる場をつくり出すこと

⑨ 指導者が、生徒対生徒で交流し合える

ような場をつくり出せるよう、生徒への

働きかけ方を配慮すること

(2) 本を介した相互交流を生徒が楽しいと

感じるのはどのような状況の時か

次の面接２と面接３は、読書指導の実践Ⅰの

活動が行われる中で、話合いがなぜ楽しかった

かを話している場面である。

Ｍ男面接２ 話合いの楽しさを語る

（Ａ中学校２年生面接結果）

Ｔ（指導者） Ｍ（Ｍ男）

１ Ｔ：どうして話合いが楽しいんだろう？

２ Ｍ：何か、ゲームみたいだから、集中する

って言うか、真剣にやったりするから。

３ Ｔ：ゲームだとどうして（楽しいの）？

４ Ｍ：話す気になる。並べ替えたりするところ

が面白いから。ゲームにすると面白い。

・ Ｍ男は、ゲームであったから、自分が集中し

。て真剣に話合いに参加できたと考えている( )2

・ Ｍ男は、話す気持ちになったのは、ゲームを

取り入れた活動が面白かったからだと感じてい

る( )。4

導き出される要因

⑩ 生徒が話合いに目的意識を持てるような

読書活動を工夫することと

面接３ 話合いの楽しさを語るＫ男

１ Ｔ：なぜ普通の話合いと比べて楽しかったの？

２ Ｋ：一人の人が話している時に、みんなが聞い

てくれたのが良かったんじゃないですか？

（授業の時）教室で話合いをする時には、緊

張感がなくて、違う話とかしている人がいる

んですよ。だから、余り全員でまとめたとい

う感じではなくて。

みんな（自分が）話すとき、聞いてくれた

し、みんなで話し合ってできたから、達成感

みたいなものが感じられたと思います。

・ Ｋ男は、みんなが聞いてくれるので、話合い

が楽しかったと感じている( )。2

・ Ｋ男は、互いの発言を聞き合う話合いの場が

できることが達成感を感じることにつながると

考えている( )。2

導き出される要因

⑪ コミュニケーションのルールが守られた

話合いの場をつくり出すこと

４ 導き出された要因の分析と考察

(1) 「本と出会う段階」で導き出された要因の分析

と考察

① 本好きな生徒が育つ読書環境とは

Ｂ中学校の予備調査の結果から、Ｃ小学校

出身の生徒全員に読書習慣が定着しているこ

とが分かる。単発な読書指導に終わらずに、

小学校の時に継続された読書指導が行われて

きたことが生徒の読書習慣を定着させるため

（ ）。に大きな役割を果たしたと考える 要因１

また、保護者が学校の読書活動に共に楽しむ

形で参加したことも、読書習慣の定着に大き

な役割を果たしたと考える（要因２ 。親が）

「勉強になるから本を読みなさい 」という。

ことよりも、親自身が本を楽しむ姿勢を見せ

ること、本について家庭で楽しく語り合うこ

とが、家庭での読書環境を充実させて、本を

読むことを楽しむ感情を育てたと考える。

② 本との出会いをどのように作っていくか

本の選択が適していた事例では、読書興味
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を生かした選択を行ったことが、本を読むこ

とは面白いという気持ちを生徒に起こさせ、

効果を上げた（要因３ 。この選択は、特に）

読むことを苦手とする生徒たちに有効であっ

たと考える。なぜなら、読むことが苦手な生

徒は、読書経験が浅いために何を読んだら面

白いのかが分からず、面白かったと思える本

と巡り会えずにいることが多いからである。

この段階の生徒は、本を自由に選択すること

、 。 、を任されても 困惑してしまう それよりも

指導者が読む本を指定して、読んでみたら面

白くて思わず読み進んでしまったと感じられ

るような状況をつくり出していくことが、ま

ず必要な段階であると考える。読書離れの生

徒が多い状況では、このように指導者の側か

ら読書体験の場を設定するような積極的な指

導も取り入れていくことが有効と考える。

また、本を読まない生徒は、読むことを大

変であると感じていることが多い。したがっ

て、読みやすい本という観点から本を選択す

（ ）。 、ることも重要と考える 要因４ 面接１で

Ａ男は、本が読みやすく内容も面白かったの

で、すらすら読めたと感じている。一冊の本

を最後まで読み通したという体験は、Ａ男に

読むことに対する大きな自信を持たせ、実践

終了後の自発的な読書へと向かわせた。読む

ことを大変だと感じている生徒への読書指導

は、読むことに対する抵抗感を取り除くこと

を特に重視し、本の対象年齢など既成概念に

とらわれない柔軟な読書指導を計画していく

ことが必要と考える。

本の選択の成否が分かれた事例では、本の

内容に対して拒否感を持った生徒と肯定的に

受け入れた生徒とに二極化する傾向がアンケ

ート結果で現れた。否定的な生徒は、本の内

容を「悲しいから嫌だ 」と自分の一方的な。

視点で読もうとしているのに対して、肯定的

な生徒は、本から受け取る新しい考え方も踏

まえて多様な視点から内容を読みとろうとし

ていることが分かる。二つの事例の比較を通

して、どのような本の読み方を生徒がしてい

るかで本の内容の受け止め方が違ったものに

なり、読み方を把握した本の選択が重要であ

ることが分かる（要因５ 。）

(2) 「自分で作品世界をとらえる段階」で導き出さ

れた要因の分析と考察

① 読みの変容には何が必要か

Ｐ５の表４には、新しい読み方の体験によ

り自分の読みがどのように変わったと感じた

かが述べられている。この中で、自分の読み

方への気付きや見直しなどが起きているが、

これは、新しい読み方を体験したことが、自

分の読み方の自覚につながり、よりよい読み

方をしようと読み方への吟味が生徒の内面で

始まったためと考えられる。このように、新

しい読み方を読書活動の中に工夫して取り入

れていくことで、生徒は自分の読みをより深

められるようになる。したがって、できるだ

け多様な読み方を経験していくことで、生徒

はより深く本を見つめる読み方を身につけて

いけるようになると考える（要因６ 。）

② 読むことの意義を感じることで何が育つか

Ｐ６の表５には、読書指導の実践が終了し

た後、それぞれの生徒が、自分の体験に沿っ

た様々な意義を感じたことが示されている。

重要なのは、生徒が自らの読書体験の中で自

分なりの意義を実感することである （要因。

７ 。なぜなら、自らの実体験を通して、読）

むことの意義を実感できたことが、読むこと

は楽しいという生徒の読書感情を育てること

に大きな役割を果たすからである 「何冊読。

もう」とか、数値目標が読書指導の中で設定

されることがあるが、これは、あくまでも外

発的な動機付けである。読書感情を育てるた

めには、生徒が内面で読むことの意義を感じ

ることができるような読書を体験することが

重要である。

(3) 「本を介して他者と交流する段階」で導き出さ

れた要因の分析と考察

① 他者と交流することで生徒はどのように読み

を深めるか

実践Ⅱの生徒の相互交流の場面では、違っ

た読みとりをした生徒が互いに自分の意見を

表明し合ったことがきっかけとなり、更に新

。 、しい相互交流へと発展した この交流の中で

考えの根拠を挙げたり、読みを明確にさせた

りする発言が生まれ、全体の内容理解を深め

る話合いが生まれている。これは多様な解釈
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を交換し合える場を形成することが生徒の読

みを深めるために有効であることを示してい

る（要因８ 。また、このような生徒同士の）

相互交流を引き出すために、指導者は、意見

を確認したり整理したりする調整者としての

役割を果たしていた。指導者が生徒を指名し

たり、自らの解釈を表明して全体の読みを誘

導しないように心掛けたりしたことで、生徒

同士が活発に相互交流を行う場がつくり出さ

れている（要因９ 。）

② 本を介した相互交流を楽しいと感じるのはど

のようなときか

面接２でＭ男が話合いを楽しいと感じたの

は、目的意識を持つことができたからである

（要因 。目的意識が生まれることで、生10）
徒は主体的に話合い活動に参加するようにな

る。主体的な参加によって、活発な相互交流

、 。が生まれ 意見交換する楽しさが実感できる

このように、自分の考えを自然に表現したく

なるような場の工夫を行うことが、本を介し

た他者との交流を楽しいと感じるさせるため

。 、の手だてとして有効である 本事例の場合は

活動にゲーム的要素を取り入れたことが効果

を上げたと考えられる。

面接３で、Ｋ男が話合いを楽しいと話して

いるのは、ほかの人が聞いていてくれると実

感できたからである。相手の話をよく聞くと

いうのはコミュニケーションを成立させるた

めのルールとして一番大切なことである。な

ぜなら、相手が聞いてくれていると感じるこ

とで、自分の考えが大切にされて確かに伝わ

ったという実感を得ることができ、安心して

自由に発言することができるようになるから

である。コミュニケーションのルールを守る

ことが、生徒相互の話合いの場をつくり出す

ためには重要となってくる（要因 。11）

Ⅶ 中学校における読書指導への提言

(1) 読書習慣を定着させるためには

大半の生徒が読書離れを起こしている現状に

おいては、読書習慣の定着がまず大きな課題で

ある。この課題を達成するためには、生徒の読

書感情を重視した読書指導を行っていくことが

必要と考える。なぜなら、読むことを習慣化さ

せるには、実際に読むことを行動化できるかど

うかが重要であり、生徒が読むことを楽しいと

感じる肯定的な読書感情が育っていることが行

動化を行うために必要不可欠と考えるからであ

る。では、読書感情を育てるためには何が必要

か。それは、読むことの意義を生徒自身が自分

の内面で感じる読書を体験することと考える。

しかし、読書習慣が定着していない生徒は、な

かなか読みたい本に巡り会えず、自由な読書に

任せていただけでは自分なりの意義を発見でき

ずにいることが多いのが現実である。

そこで、読書習慣の定着を図るために次のよ

うな手だてをとることを提唱したい。まず、指

導者が意図的に生徒に読む本を指定して読書を

行う機会を積極的につくり出していくことであ

る。集団読書の形態を取り、みんなで読みを共

有する機会をつくり出すことが必要と考える。

次に、どのように読んだら楽しいのか、読むこ

との面白さを発見できるような読書活動を計画

することである。そのためには、多様な読み方

が楽しく体験できるような読書活動を計画して

いくことが重要と考える。

(2) 本に書かれている内容をもとに自分の考えを

深められる読者を育てる

これまで中学生の読書指導については、どの

ような本を読むかという視点で考えられたこと

はあっても、どのような読み方ができる読者に

なってほしいかという視点で検討されたことは

余りなかった。しかし、中学校の時期で体験し

てほしい読み方を基に目指すべき読者像を想定

することは、読書指導を体系的に進めていく上

で是非必要なことである。読書指導は、長期的

な見通しを持ち、体系的な指導を継続していく

ことで十分な効果を上げることが可能になるも

のである。そのためには長期的な見通しを持つ

ために、小学校、高等学校も見通した上で、各

段階で目指す読者像の想定を行うことが重要と

考える。

本研究は事例分析的な手法で、本好きな生徒

が育つための要因を、生徒の読書過程の観察を

中心に探ろうとしてきた。この中で読者像を想

定するための示唆となる次のような観察結果が

得られている。それは、中学校の後半の時期に

なると、より多様な視点で本の内容について考
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えを持とうとする生徒が出てくるということで

ある。これは、学童期の娯楽を中心とした読み

方に加えて、本の内容をもとに自分の考えを深

めようとする読み方が可能になることを示して

いる。また、本の楽しみ方も、読むことから得

られる娯楽としての楽しみ方だけでなく、読む

ことを通して自分の考えを深められるという知

的な満足感を充足する楽しみ方へと移行し始め

ている時期であることを示しているとも考えら

れる。しかし、これは十分な読書経験などに裏

打ちされたもので、まず、本を読む機会がなけ

れば、そして読んで考えようとする機会がなけ

れば、なかなか読み方を向上させることは難し

いと考える。

そこで、中学生の読書指導における目指すべ

き読者像を 「本に書かれている内容をもとに、

自分の考えを深められる読者」とし、このよう

な読者を育てるための読書指導を推進する重要

性を提案したい。そして、このような読者を育

てるための手だてとして、本を介して他者と相

互交流を行う活動を効果的に取り入れた読書指

導を実施することを提唱したい。なぜなら、自

分の考えを変容させるためには、読書活動の中

に、自分の考えとは異質な他者の視点にふれ自

分の内面で形成した読みと比較を行いながら更

に考えを深めていけるような過程を取り入れる

ことが有効であることが事例の分析から確認さ

れているからである。

また、指導者が果たすべき役割は、生徒同士

が自発的に対話がしたくなるような環境をつく

り出すことであり、このような場がつくり出さ

れれば、生徒は積極的に意見を交流させ新しい

読みをつくり出していけると考える。

Ⅷ 研究のまとめと今後の課題

○ 読書習慣の定着は、現在の読書指導におけ

る大きな課題の一つである。この課題を解決

するためには、読書感情の育成を重視するこ

とが大変重要と考える。キーワードは 「み、

んなで楽しく読む」ということである。集団

で楽しみながら本を読むことは、本好きな生

徒が育つための有効な手だてと考える。

○ 読書は、心の豊かさを育てることはもちろ

ん、生徒の思考力を育成したり、コミュニケ

ーション能力を育成したりするための手段と

して、これまで以上に積極的に学校教育の中

に取り入れられるべきものと考える。そのた

めには、小学校や高等学校との関連も踏まえ

た長期的な見通しを持った読書計画を作成す

ることが必要と考える。長期的な計画を作成

することにより、これまで単発で行われがち

だった多様な読書指導法を体系立てて結びつ

けていくことも可能になり、それぞれの指導

法の長所をうまく生かせるようになると考え

る。

○ 本研究では、実践資料を収集するために読

書へのアニマシオンを活用した読書指導を行

った。この指導法の実践を通して、国語科に

おける読解指導を行っていくための大きな示

唆も得られた。生徒同士の相互交流を取り入

れることで生徒自身の読みがうまく生かされ

ること、遊びの要素を取り入れることで生徒

の考えを焦点化させ主体的な活動を生み出す

こと、多様な読み方を経験させる手だてを持

ち、常に新しい読み方を体験させることで豊

かな本の読み方を引き出そうとしていること

などがそれである。また、生徒相互の話合い

の場を重視するため、コミュニケーション能

力の育成の場としても適しており 「話すこ、

と・聞くこと」の学習を行う際の手だてとし

ても有効であると考えられる。読書へのアニ

マシオンは、生徒の主体性の尊重するために

制約を設けることも多いが、その考え方を国

語科の学習に生かすという点において大変意

義がある読書活動と考える。
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